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こ
の
ほ
ど
、
町
消
防
団
長
の
小
玉

多
智
美
さ
ん
（
72
歳
・
八
田
）
が
団

長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

小
玉
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
か
ら
46

年
間
、
町
消
防
団
員
と
し
て
勤
続
さ

れ
、
そ
の
間
、
平
成
17
年
か
ら
平
成

30
年
ま
で
の
13
年
間
は
第
９
分
団
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
か
ら
本
年
３
月
ま
で
町
消
防
団

長
を
務
め
る
な
ど
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
玉
前
消
防
団
長
の
退
任
に
伴

い
、
町
消
防
団
副
団
長
の
千
葉
與
右

エ
門
さ
ん
（
65
歳
・
東
磯
ノ
目
）
が

新
た
に
町
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

４
月
４
日
に
は
町
役
場
で
任
命
式

を
実
施
。
千
葉
さ
ん
は
、「
地
域
住

民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
と
い

う
消
防
の
使
命
の
も
と
、
愛
す
る
郷

土
の
た
め
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て

日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
く
。
今
後

と
も
な
お
一
層
の
、
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
20
日
と
21
日
の
２
日

間
、日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

で
「
第
45
回
全
国
高
等
学
校

柔
道
選
手
権
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
畠
山
凱
さ
ん
（
国
士

舘
高
校
３
年
・
紀
久
栄
町
出

身
）が
男
子
団
体
戦
で
優
勝
、

男
子
個
人
戦
無
差
別
級
で
第

２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

初
日
の
個
人
戦
で
は
決
勝

で
惜
し
く
も
敗
れ
第
２
位
と

な
る
も
、「
自
分
の
甘
さ
が

出
て
し
ま
っ
た
」
と
、
内
容

に
は
満
足
せ
ず
、
そ
の
悔
し

さ
を
翌
日
の
団
体
戦
に
ぶ
つ

け
ま
す
。
３
月
21
日
、
迎
え

た
団
体
戦
の
決
勝
で
は
、
大

将
と
し
て
出
番
を
待
つ
前
に

優
勝
が
決
ま
り
、「
仲
間
の

お
か
げ
で
楽
し
く
試
合
が
で

き
た
」
と
、
歓
喜
の
瞬
間
を

振
り
返
り
ま
す
。

畠
山
さ
ん
は
、「
日
本
武

道
館
で
試
合
を
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
く
２

日
間
を
戦
い
抜
く
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
結
果
に
満
足
せ

ず
、団
体
で
は
７
月
の
金き

ん
し
ゅ
う
き
鷲
旗

と
８
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

の
優
勝
、
個
人
で
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
９
月
の
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
で
の

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
、
今
後
の
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

３
月
10
日
、
町
消
防
団
第

４
分
団
長
の
佐
川
誠
さ
ん

（
65
歳
・
野
田
）
が
、
消
防

功
労
者
と
し
て
日
本
消
防
協

会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

佐
川
さ
ん
は
、
昭
和
60
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
37

年
間
、
町
消
防
団
員
と
し
て

勤
続
さ
れ
、
火
災
予
防
な
ど

の
啓
発
に
努
め
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
か
ら
は
、
町
消

防
団
第
４
分
団
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

小
玉
多
智
美
さ
ん
が

町
消
防
団
長
を
退
任

千
葉
與
右
エ
門
さ
ん
が

新
た
に
町
消
防
団
長
に
就
任

畠
山
凱
さ
ん（
国
士
舘
高
３
年
）が

全
国
高
校
選
手
権
大
会
で
団
体
優
勝

町
消
防
団
第
４
分
団
長
の
佐
川
誠
さ
ん
が

消
防
功
労
者
と
し
て
消
防
庁
長
官
表
彰

▶�

第
45
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
団
体
戦
で
優
勝
し
た
国
士
舘
高
校
柔

道
部
。左
か
ら
３
番
目
が
畠
山
さ
ん
。

令和２年から本年３月までの３年間、町消防団長
を務められた小玉さん（写真右から２番目）。

町消防団長に就任し、渡邉町長㊧から任命書を受け取
る千葉さん㊨。

４月１日、町の集落支援員に伊藤信子さん（町村）と八嶋美恵子さん
（紀久栄町）の２人が着任しました。
４期目となる伊藤さんは、馬場目地区を拠点に、地域住民との話し合

いや各種活動を支援していきます。２期目となる八嶋さんは、町内全域
を担当し、集落状況の把握や地域の巡回、地域づくり活動のための話し
合いの開催や進行などに加え、伊藤さんと共同で、まちづくり課が実施
するコミュニティ生活圏形成事業に取り組んでいきます。

４月15日、町観光物産協会が主催の「さくらウオーク」が行われま
した。
今回は町内外から約40人が参加し、雀館公園を出発して、県環境と
文化のむら（野鳥の森）を折り返し地点とする約2.6㌔をウオーキング
しました。
ウオーキングの後は、町緑化推進委員会から「ハナミズキ」の苗木の

配布が行われ、お昼には参加者全員に五城目名物「だまこ鍋」が振る舞
われました。

４月19日、県立五城目高等学校の「馬場目川クリーンアップ」が行
われました。
このクリーンアップ活動は、地域の環境を守ろうと長年にわたって行

われているもので、今回で42回目を迎えます。
活動に先立ち、秋田県立大学准教授の境英一さんが同校体育館で講演

を行い、ペットボトルやビニール袋などのプラスチックごみによる環境
汚染の現状や水資源を守ることの大切さを生徒へ伝えました。その後、
同校の全校生徒と参加した地域の方々が協力しながら校舎周辺の馬場目
川沿いのごみを拾い集めました。
　

４月19日、町と町企業連絡懇談会が主催する「町新入社員合同入社式」
を五城館で行いました。
式には、本年度に町内の事業所などに入社した10人が出席し、湖東

３町商工会会長の湊一さん（64歳・井川町）が、「何事にもひるまずに
立ち向かう行動力で地域を盛り上げてもらいたい」と、激励。
その後、出席者を代表し、五城目町役場に入庁した小玉大地さんが、「社

会人としての自覚と責任を持ち、１日も早く業務を覚え職場や地域の発
展に貢献していきたい」と、誓いの言葉を述べました。

地域を支える集落支援員が着任

「さくらウオーク」で春の五城目を散策

地域の方 と々協力し
馬場目川沿いをきれいに

地域への貢献を誓う
「新入社員合同入社式」

４月１日

４月15日

４月19日

４月19日

昨年度に引き続き活動される伊藤信子さん㊧と
八嶋美恵子さん㊨

約40人が参加し、ウオーキングを楽しみました。

全校生徒で協力し、校舎周辺のごみ拾いに取り組
みました。

出席者を代表し、誓いの言葉を述べた小玉さん。

05 広報「ごじょうめ」1066号　令和5年5月1日


